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会長所感は「待望の講和条約安全保障

条約の調印、実質的な戦争の終結。とも

あれ明朗な喜ばしい秋と言わねばならな

いのに何となく重苦しい感じに充たされ

ゐるのは何故だろうか」という記述では

じまっている。そして、生活の立て直し、

教育界の責任の重大さ、教組・ＰＴＡの

在り方等にふれている。 
戦後６年経ち、世の中は一応落ち着い

てきた様相を示しているようで、大学の

ある鎌倉は、夏になると多くの海水浴客

で海岸は一杯になったと書かれている。

特に、カーニバルのビックパレードの時

は賑やかで、「驚異的な人出があった」と

新聞報道されたそうである。 
当時の横浜国立大学学芸学部は、鎌倉

校舎・立野分校・農学教室の３ヶ所に分

かれていたが、敷地面積が 49,523 坪、

校舎の延べ坪 8,648 坪に達していた。 
入学定員と受験競争倍率（S26 年現在） 

＊入学定員 
４年課程  270 名 
２年課程  340 名、 

＊受験倍率 
２年課程  1.6 倍 
４年課程  2.4 倍 

 
 

「友松」３１号の記事、「私の長寿法」（小林錠之助氏）、「在職二

十年間の古き思出」（見山ミナ氏）、「水着とやぐら」（吉原敏雄氏）

等は、読みごたえのあるものである。 
その他にも、詩苑、和歌と句、偶詠（物故会員の霊を弔う）、感

想（会員の声）等々は、時代を反映した作品や文章で素晴らしい。 
学芸学部後援資金寄付の累計金額が 597,397 円になっているの

も驚きである。 
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